
第 1会場

開会式 9：50 ～ 10：00

第 26回日本在宅血液透析学会大会長　挨拶　髙橋 計行（医療法人計行会　髙橋計行クリニック）

シンポジウム 1 10：00 ～ 11：00

ソロ HHD
座長：政金 生人（矢吹病院）

S1-1 
「Solo-HHD」に必要な患者適応・透析条件・環境を考える
一色 啓二（医療法人社団　富田クリニック（本院））

S1-2 
Solo-HHDに向けた患者要因に関する試案
宮下 美子（名古屋記念財団　ホスピーグループ腎透析事業部）

大会長講演 11：10 ～ 11：50

座長：松岡 哲平（医療法人社団大誠会）

CL 
PD から HHDへの移行の現状（サステナブルな治療をめざして）
髙橋 計行（髙橋計行クリニック）

ランチョンセミナー 1 12：20 ～ 13：20

座長：政金 生人（矢吹病院）

LS1-1 
リン、カルシウム、PTHの見方考え方 2024
⻆田 隆俊（東海大学医学部付属八王子病院　腎内分泌代謝内科）

 共催：小野薬品工業株式会社

プログラム   ■  11 月 9日（土）
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サステナブルな
            治療をめざして

スポンサードセミナー 1 13：30 ～ 14：30

座長：一色 啓二（医療法人社団　富田クリニック本院）

SS1-1
サステナブルな社会と透析医療　－在宅血液透析の役割－
喜田 智幸（医療法人社団　坂井瑠実クリニック）

 共催：日機装株式会社

優秀演題賞候補演題 14：40 ～ 15：50

座長：若井 陽希（医療法人社団麗星会品川ガーデンクリニック）

EP-1
傾向スコアマッチングを用いた、在宅血液透析患者と施設維持血液透析患者のバスキュラーアクセス不全
発症率の検討
川畑 勝（（医）東京透析フロンティア　看護部）

EP-2
在宅血液透析に対する配送問題の実態調査
竹石 康広（腎内科クリニック世田谷　臨床工学部）

EP-3
在宅血液透析は、骨密度の低下を防ぐ可能性がある
富田 一聖（富田クリニック（本院））

EP-4
離島でのHHDを経験して
熊谷 昌樹（医療法人社団　坂井瑠実クリニック）

EP-5
ICT サービスを用いた在宅血液透析の安全管理の有用性の検討
鈴木 このみ（東京透析フロンティア池袋駅北口クリニック）

EP-6
在宅血液透析手技テスト（HHSA）と治療継続率に関する検討 
杉山 正夫（埼玉医科大学病院　臨床工学部）

EP-7
在宅血液透析から腎移植に移行した 7症例についての検討
阿部 奈津美（医療法人社団麗星会　品川ガーデンクリニック　臨床工学部）
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第 2会場

一般演題 1「背景」 10：00 ～ 11：00

座長：友利 浩司（埼玉医科大学病院　腎臓内科）

OS1-1 
当クリニックにおける在宅血液透析の現状
片山 泉樹（医療法人計行会　高橋計行クリニック　臨床工学科）

OS1-2 
HHD導入時と導入 11年経過後の不安要素の変遷
青木 理沙子（沼田脳神経外科循環器科病院）

OS1-3 
当院における在宅血液透析（HHD）患者の脱落症例について
堀 幸一郎（（医）衆和会　長崎腎病院）

OS1-4 
在宅透析導入による各種検査項目・薬剤への影響と透析間の体重増加量の変化
中村 麻衣子（医療法人　衆和会　大村腎クリニック）

OS1-5 
公営住宅における在宅血液透析の課題
溝口 楓真（医療法人　新都市医療研究会「君津」会　総合腎臓病センター　玄々堂君津病院　臨床工学科）

OS1-6 
当院におけるＨＤＰ別リンのコントロール状況
住吉 安代（医療法人やまびこ会　堀江やまびこ診療所　臨床工学技士科）

プログラム   ■  11 月 9日（土）
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サステナブルな
            治療をめざして

一般演題 3「普及・看護」 11：00 ～ 12：00

座長：陣内 彦博（医療法人社団瑛会）

OS3-1
大韓腎臓学会在宅血液透析研究会日本調査員に任命されて
加賀 誠（医療法人　小山すぎの木クリニック）

OS3-2
患者・介助者・スタッフの在宅血液透析（以下、HHD）に対する見解の相違の検討～HHD普及に向けて～
本竹 香織（医療法人計行会　高橋計行クリニック　看護科）

OS3-3
患者さん同士の情報共有の場として、HHD懇話会を開催して学んだ事
胡 博文（医療法人やまびこ会　腎・循環器もはらクリニック）

OS3-4
当院における腎代替療法（RRT）チームの活動報告
高橋 初（医療法人　新都市医療研究会「君津」会　総合腎臓病センター　玄々堂君津病院　臨床工学科）

OS3-5
うつ症状を発症した高齢在宅血液透析患者の看護　～症例報告～
種田 美和（医療法人社団　大誠会）

OS3-6
施設透析（iCHD）を勧められた在宅血液透析（HHD）患者の看護
～患者に寄り添い、実現したHHD継続を振り返る～
原田 友美（医療法人社団　富田クリニック（本院））

ランチョンセミナー 2 12：20 ～ 13：20

座長：大濵 和也（群馬パース大学　医療技術学部　臨床工学科）

LS2-1
在宅血液透析の現状と課題：普及への展望
森實 篤司（HOSPY 腎透析事業部）

 共催：ニプロ株式会社
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一般演題 5「教育・介助者」 13：30 ～ 14：30

座長：辻本 吉広（社会医療法人愛仁会　井上病院）
　　　川畑 勝（医療法人社団　東京透析フロンティア）

OS5-1 
在宅血液透析患者死亡後に生じた問題の一例～介助者とのコミュニケーションの重要性～
渡邉 文雅（医療法人社団　厚済会　上大岡仁正クリニック）

OS5-2 
当院におけるHHD導入時教育の見直し
高田 友人（桃一会　及川医院）

OS5-3 
透析装置及び個人用 RO装置の変更に伴う再指導を経験して
志村 隼（聖マリアンナ医科大学病院　臨床工学技術部）

OS5-4 
HHDを継続していくための介助者のサポート体制を構築する
清水 直樹（医療法人計行会　高橋計行クリニック看護科）

OS5-5 
在宅透析へ移行するにあたり指導方法の見直しが必要になった一例
藤波 和也（（医）社団優腎会　優人上石神井クリニック臨床工学部）

OS5-6 
在宅透析導入患者に対するエコーを用いた自己穿刺指導の取り組み
大崎 麻起子（（医）アルプス腎クリニック）

プログラム   ■  11 月 9日（土）

16



サステナブルな
            治療をめざして

一般演題 6「栄養・治療」 14：40 ～ 15：40

座長：小林 恭子（医療法人社団大誠会　松岡内科クリニック）
　　　菅沼 信也（医療法人社団菅沼会　腎内科クリニック世田谷）

OS6-1
透析アミロイドーシスの側面から見た在宅血液透析の治療効果の検討
大子 飛鳥（医療法人　新都市医療研究会「君津」会　総合腎臓病センター　玄々堂君津病院　臨床工学科）

OS6-2
血液透析患者の食事療法支援システムの構築Ⅰ
-医療機関でのデモ結果 -
梅田 徳男（元北里大学）

OS6-3
血液透析患者の食事療法支援システムの構築 Ⅱ
- 医療機関でのデモ結果を受けて -
大川 明子（三重県立看護大学看護学部）

OS6-4
小児在宅血液透析患者に対する栄養指導の取り組み
柳沢 恵未（（医）東京透析フロンティア　栄養科）

OS6-5
透析量（HDP）の増加に伴うカルニチン補充の必要性
宮本 教司（（医）衆和会大村腎クリニック）

OS6-6
在宅血液透析患者の閉塞性動脈硬化症に対する新規吸着型血液浄化器の有用性
宮井 勇人（医療法人社団麗星会　品川ガーデンクリニック　臨床工学部）
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第 3会場

一般演題 2「背景・普及」 10：00 ～ 11：00

座長：小久保 謙一（北里大学医療衛生学部）
　　　櫻田 勉（聖マリアンナ医科大学）

OS2-1 
在宅血液透析移行後の臨床パラメーターの変化
藤丸 拓也（聖路加国際病院　腎臓内科）

OS2-2 
常勤として働いている在宅透析患者に話を聞いて在宅透析患者増加の一助なるのではと考えたこと
南 剛正（医療法人社団三矢会　前橋広瀬川クリニック）

OS2-3 
SoloHHDの需要調査
近藤 昭彦（大正くすのきクリニック）

OS2-4 
在宅血液透析（HHD）関連講演を通して見えてきた普及への可能性
～視聴した看護師の実態調査からの考察～
荒木 陽子（第二富田クリニック）

OS2-5 
当院における在宅血液透析の取り組み
野田口 めぐみ（医療法人社団恵仁会三愛病院）

OS2-6 
当クリニックの施設透析患者に対する在宅血液透析の認知度調査
児玉 勝暁（医療法人やまびこ会　腎・循環器もはらクリニック）

プログラム   ■  11 月 9日（土）
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サステナブルな
            治療をめざして

一般演題 4「保守・トラブル」 11：00 ～ 12：00

座長：杉本 謄寿（医療法人やまびこ会　福岡東ほばしらクリニック）
　　　宮﨑 勇人（医療法人社団　坂井瑠実クリニック）

OS4-1
HHD定期点検に対する CEの役割
松本 圭司（医療法人計行会　高橋計行クリニック　臨床工学科）

OS4-2
総合病院の CEが HHDに関わる上で感じる問題点と考察
大坪 瑠伊（地方独立行政法人　静岡県立病院機構　静岡県立総合病院　臨床工学室）

OS4-3
在宅血液透析（HHD）における個人用透析装置の B液電導度異常とその対策について
上薗 友輝（第二富田クリニック）

OS4-4
遠方のHHD患者における臨時透析施設の位置づけについて
小熊 千賀（社会医療法人名古屋記念財団　新生会第一病院）

OS4-5
在宅血液透析における臨時メンテナンス対応
辻川 大輝（医療法人　新都市医療研究会「君津」会　総合腎臓病センター　玄々堂君津病院　臨床工学科）

OS4-6
個人用 RO装置の変更に伴うトラブル経験
松本 修平（医療法人　新都市医療研究会「君津」会　総合腎臓病センター　玄々堂君津病院　臨床工学科）
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第 1会場

シンポジウム 2 9：00 ～ 10：30

在宅血液透析の廃棄物・物流問題を議論する
座長：小川 智也（埼玉医科大学総合医療センター　腎・高血圧内科　血液浄化センター）
　　　前田 兼徳（兼愛会　前田医院）

Opening Remarks 
このシンポジウムの意図
前田 兼徳（兼愛会前田医院）

S2-1 
在宅血液透析の廃棄物・物流問題の現状～アンケート実施のご説明～
杉本 謄寿（医療法人やまびこ会福岡東ほばしらクリニック）

S2-2 
配送対策　―薬局との協力について―
竹石 康広（菅沼会　腎内科クリニック世田谷　臨床工学部）

S2-3 
在宅血液透析における物流問題と薬剤師介入の役割
大橋 直人（埼玉医科大学病院　臨床工学部）

S2-4 
透析排水問題対策
金谷 寿修（医療法人社団田口会新橋病院）

ワーキンググループ看護 10：30 ～ 11：00

座長：⻆田 隆俊（東海大学医学部付属八王子病院腎内分泌代謝内科）

WGN-1 
日本在宅血液透析学会看護ワーキンググループの活動報告
～オンライン交流会中心に支援体制を振り返る～
荒木 陽子（日本在宅血液透析学会　看護ワーキンググループ）

プログラム   ■  11 月 10 日（日）
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サステナブルな
            治療をめざして

ワークショップ 1 11：10 ～ 12：10

患者の声
座長：髙橋 計行（髙橋計行クリニック）
　　　宮下 美子（名古屋記念財団ホスピーグループ腎透析事業部）

WS1-1
在宅透析移行に伴う患者および介助者の変化
加藤 千智

WS1-2
在宅透析研究会でお話しすること
世良 里美

WS1-3
在宅透析とこれからの人生
吉村 謙二

WS1-4
透析と主人と私のライフ
吉村 寿三代

ランチョンセミナー 3 12：30 ～ 13：30

座長：山内 淳（大阪ろうさい病院　腎臓内科）

LS3-1
透析患者におけるカリウム管理Up to Date
倉賀野 隆裕（兵庫医科大学　循環器・腎透析内科学講座）

 共催：アストラゼネカ株式会社

総会 13：40 ～ 14：10

長時間透析研究会との共同研究のWGについて 14：10 ～ 14：30

政金 生人（矢吹病院）
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スポンサードセミナー 2 14：40 ～ 15：40

座長：大野 卓志（髙橋計行クリニック）

SS2-1 
「新しいリン低下薬の登場とリン管理目標」
藤井 直彦（兵庫県立西宮病院　腎疾患総合医療センター・腎臓内科）

 共催：協和キリン株式会社

表彰式・閉会式 16：15 ～ 16：35

プログラム   ■  11 月 10 日（日）
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サステナブルな
            治療をめざして

第 2会場

教育講演 1 9：00 ～ 10：00

座長：山川 智之（仁真会白鷺病院）

EL1-1
全ての透析従事者に刺さってほしい、透析と薬の役に立つ話
吉田 拓弥（特定医療法人仁真会白鷺病院　薬剤科）

一般演題 7「VA・症例・その他」 10：00 ～ 11：00

座長：大濵 和也（群馬パース大学）
　　　黒田 沙織（医療法人社団偕翔会　静岡共立クリニック）

OS7-1
トマーレ社製在宅血液透析管理システム cueing の使用経験
平柳 幸一（医療法人計行会　高橋計行クリニック　臨床工学科）

OS7-2
在宅血液透析患者の AVF 開存率に関する調査
宇治川 和也（高橋計行クリニック看護科）

OS7-3
在宅血液透析導入における河川放流に関する課題
阿部 政利（せいいかいメディカルクリニックOYAMA）

OS7-4
ギランバレー症候群の患者をHHDへ移行した症例
濱中 康弘（医療法人やまびこ会　堀江やまびこ診療所　臨床工学科）

OS7-5
当院HHD患者における STS を用いた VA管理～第 2報～
冨田 健水（埼玉医科大学病院臨床工学部）

OS7-6
腹膜透析（以下 PD）から在宅血液透析（以下HHD）を選択した 1症例から療法選択のあり方を検討する
吉川 真未（髙橋計行クリニック　看護科）
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一般演題 8「システム」 11：10 ～ 12：00

座長：喜田 智幸（坂井瑠実クリニック）
　　　森石 みさき（中島土谷クリニック）

OS8-1 
患者連絡ツールとして LINE 公式アカウントを導入して
酒見 広大（東京ネクスト内科・透析クリニック　臨床工学部）

OS8-2 
在宅血液透析支援システム cueingHHDの使用経験
土屋 和紀（矢吹病院　臨床工学部）

OS8-3 
在宅血液透析支援システムを導入して
斉藤 祐太（腎内科クリニク世田谷　臨床工学部）

OS8-4 
在宅血液透析における高性能クランプ付き安全針シールタッチカニューラの有用性の検討
春日 稔（JA長野厚生連南長野医療センター篠ノ井総合病院　臨床工学科）

OS8-5 
在宅血液透析患者に対する遠隔情報管理システムの有用性
瀬詰 佳奈（医療法人社団麗星会　品川ガーデンクリニック　臨床工学部）

ランチョンセミナー 4 12：30 ～ 13：30

座長：辻本 吉広（社会医療法人愛仁会井上病院）

LS4-1 
CKD-MBDガイドライン改定の方向性と血液透析療法の貢献
重松 隆（りんくう総合医療センター　腎臓内科）

 共催：株式会社三和化学研究所、キッセイ薬品工業株式会社

プログラム   ■  11 月 10 日（日）
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サステナブルな
            治療をめざして

教育講演 2 14：40 ～ 15：40

座長：武本 佳昭（大阪公立大学医学部附属病院）

EL2-1
在宅血液透析のバスキュラーアクセス（基本に振り返り考えよう）
小川 智也（埼玉医科大学総合医療センター　腎・高血圧内科　血液浄化センター）

教育講演 3 15：40 ～ 16：10

座長：陣内 彦博（医療法人社団瑛会）

EL3-1
クリーンボタンホールのススメ
柴田 和彦（東神クリニック）
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